
アアーーククＮＮＥＥＷＷＳＳ 2008.01.15                   

発行元：株式会社アークフラッシュ本部   

                                    東京都新宿区百人町２丁目２６番９号 

                                             http://www.arc-flash.co.jp 

アークフラッシュ施工された老人施設 7年間インフルエンザの発症が報告されておりません。 

＜＊＞http://www.arc-flash.co.jp  アークフラッシュNEWS をダウンロードによりご覧
頂けます  
 
＜＜インフルエンザ情報＞＞ 
2008年1月10 日、衛生部の定例記者会見が開催された。席上、毛群安（マオ・チュンア
ン）報道官は南京市在住の鳥インフルエンザに感染した問題に触れ、死亡した息子から
父親へという、人から人への感染ルートだったとの見方を示した。中国新聞社が伝えた。 
問題となっているのは先月に南京市で確認された父子の鳥インフルエンザ感染者。病
気に感染した鳥との明確な接触歴がないにも拘わらず父子で感染したことから、人から
人への感染と衛生部の専門家は判断した。 
 
鳥インフルエンザウイルスの人への感染が昨年１２月から広がっている。インドネシア、
ベトナムなどで感染による死者が新たに報告され、エジプトでは１週間で４人が死亡した。
パキスタンでは、人から人に感染した疑いもでており、新型インフルエンザがウイルスの
変異でいつ発生してもおかしくない状況だ。感染は、昨年の夏から秋にかけては沈静化
していた。しかし、ミャンマーで１２月１４日、人への感染が報告されたほか、エジプトで
は同月だけで４人が死亡。世界保健機関（ＷＨＯ）が２００３年以来確定した世界の死者
数は２１６人、致死率は６２％にのぼっている。パキスタンのアフガニスタンとの国境付
近では、感染した鶏を処分した男性とその家族が集団感染したとみられる事例もあり、
ＷＨＯが現地に入り調査中。確定にはいたっていないが、家族が密接に接触する中で、
人から人へ感染した可能性が高いとしている。これまで、人から人への感染は香港やイ
ンドネシア、タイで発生している。国連のナバロ調整官（鳥インフルエンザ担当）は「１２
月から４月にかけて、鳥インフルエンザが家禽（かきん）に広がり、死者が増加する」と警
告。国立感染症研究所の田代真人・ウイルス第３部長は熱帯地域では年中、人のイン
フルエンザが流行しており、鳥ウイルスとの遺伝子交雑による新型インフルエンザの出
現が懸念される。十分な警戒が必要だ」としている 
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